
【
教
区
学
生
層
育
成
者
講
習
会
】

・
静
岡

５
月

日

教
務
支
庁

30
吉
村
辰
徳
委
員
出
向

名
40

・
大
阪

５
月

日

大
江
大
教
会

31茶
谷
良
佐
委
員
長
出
向

名
27

【
直
属
学
生
層
育
成
者
講
習
会
】

・
磐
城
平

５
月
８
日

大
教
会

葛
西
直
己
副
委
員
長
出
向

名
95

・
津
輕

５
月

日

大
教
会

20茶
谷
良
佐
委
員
長
出
向

名
150

・
周
東

５
月

日

大
教
会

21
平
野
総
吉
委
員
出
向

名
150

・
山
陽

５
月

日

大
教
会

21
清
水
慶
政
委
員
出
向

名
76

・
御
津

５
月

日

大
教
会

22
松
山
勇
一
委
員
出
向

名
110

・
中
紀

５
月

日

大
教
会

22
中
山
祥
吉
委
員
出
向

名
250

・
岐
美

５
月

日

大
教
会

22
深
谷
太
清
委
員
出
向

名
212

・
西
成

５
月

日

大
教
会

22
葛
西
直
己
副
委
員
長
出
向

名
50

「
な
ん
で
魚
見
え

な
い
の
～

」。
北
海

!?

道
と
青
森
を
結
ぶ
線

路
に
『
青
函
ト
ン
ネ
ル
』
と
い
う
海
底

鉄
道
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
ま
す
。
世
界
で

最
初
に
で
き
た
海
底
ト
ン
ネ
ル
で
、
津

軽
海
峡
を
横
断
し
て
北
海
道
と
本
州
を

つ
な
い
で
い
ま
す
。
な
ん
と
そ
の
長
さ

は

･

㎞
。
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
で
は
日

53
85

本
一
、
世
界
で
も
二
位
を
誇
り
ま
す
。

数
年
前
、
北
海
道
函
館
市
か
ら
青
森

行
き
の
列
車
に
乗
っ
て
い
た
時
で
し

た
。
私
の
一
つ
後
ろ
の
座
席
に
、
女
子

学
生
と
思
わ
れ
る
２
人
が
座
っ
て
い
ま

し
た
。
列
車
が
動
き
だ
し
数
十
分
後
に

青
函
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
の
で
す
が
、
そ

ろ
そ
ろ
と
言
う
時
間
に
な
る
と
、
２
人

は
「
そ
ろ
そ
ろ
だ
ね
！

く
る
よ
～
」

と
、
異
常
な
興
奮
を
し
だ
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
よ
い
よ
ト
ン
ネ
ル
に
入

り
、
海
底
な
の
で
真
っ
暗
な
車
窓
が
現

れ
た
時
、
２
人
は
一
気
に
テ
ン
シ
ョ
ン

が
下
が
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
一
言
。

「
な
ん
で
魚
見
え
な
い
の
～

」。
お
そ

!?

ら
く
、
ド
ラ
え
も
ん
の
世
界
に
出
て
く

る
よ
う
な
、
魚
を
見
な
が
ら
海
の
中
を

走
る
そ
ん
な
ト
ン
ネ
ル
を
想
像
し
て
い

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
「
ど
ん
だ
ん

ず
・・・・・・（
訳
・
な
ん
で
や
ね
ん
）
」。
私

も
一
言
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。
二
人
は
さ

ら
に
続
け
て
、「
な
に
こ
れ
～
！

全
然

面
白
く
な
い
じ
ゃ
ん
。
全
く
何
も
見
え

な
い
し
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
意
味
な
～

い
！
」
と
文
句
を
並
べ
出
し
た
の
で
す
。

青
函
ト
ン
ネ
ル
は
、
そ
の
昔
に
起
こ

っ
た
海
難
事
故
を
き
っ
か
け
に
声
が
上

が
り
、
１
９
８
８
年
に
完
成
し
ま
す
が
、

年
に
渡
る
工
事
は
大
き
な
水
圧
の
か

17か
る
海
底
で
の
掘
削
だ
っ
た
の
で
、
異

常
出
水
な
ど
、
困
難
に
次
ぐ
困
難
で
、

前
例
の
な
い
難
工
事
で
し
た
。
何
度
も

く
じ
け
そ
う
に
な
る
中
で
も
、
工
事
に

携
わ
っ
た
方
々
は
、
最
後
ま
で
決
し
て

あ
き
ら
め
ず
「
何
と
し
て
で
も
本
州
と

北
海
道
を
つ
な
ぐ
ん
だ
！
」
と
声
を
掛

け
合
い
励
ま
し
合
い
、
つ
い
に
は
見
事

に
開
通
の
そ
の
日
を
見
た
の
で
し
た
。

こ
の
工
事
中
、
事
故
で
犠
牲
と
な
っ

て
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
、
実
に

人
も

34

お
ら
れ
ま
し
た
。
工
事
現
場
の
方
々
の

血
と
汗
と
涙
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
る

と
、
何
も
知
ら
な
い
と
は
い
え
、
２
人

の
言
葉
に
は
、
何
と
も
言
え
な
い
悲
し

さ
を
感
じ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
作

り
主
の
思
い
と
苦
心
を
知
ら
な
い
と
、

人
は
我
が
身
勝
手
と
な
り
、
恩
を
忘
れ
、

感
謝
の
言
葉
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う

気
が
し
ま
す
。

さ
て
、
ト
ン
ネ
ル
を
世
界
に
例
え
る

と
ど
う
で
し
ょ
う
。
私
自
身
、
決
し
て

偉
そ
う
な
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
親
神

様
が
お
創
り
く
だ
さ
れ
た
こ
の
素
晴
ら

し
い
世
界
に
住
み
な
が
ら
、
今
日
の
日

に
文
句
を
言
い
、
足
り
な
い
こ
と
ば
か

り
に
目
を
向
け
て
、
こ
れ
だ
け
の
与
え

を
頂
い
て
い
る
の
に
、
ま
だ
満
足
し
な

い
と
叫
ぶ
自
分
の
心
こ
そ
「
ど
ん
だ
ん

ず
・・・・・・
」
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
夏
、「
学
生
生
徒
修
養
会
高
校
の

部
」
が
３
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
ま
す
。
テ

ー
マ
は
「
感
謝
か
ら
始
ま
る
陽
気
ぐ
ら

し
」
で
す
。
創
り
主
で
あ
る
親
神
様
の
思

い
に
近
づ
け
る
心
を
作
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
学
生
生
徒
に
は
、
導
く
側
で
あ
る

ス
タ
ッ
フ
の
私
た
ち
か
ら
、こ
の
世
界
を

創
造
さ
れ
た
元
の
理

、
、
、
に
こ
も
る
親
心
を

治
め
直
し
、恩
を
忘
れ
ず
感
謝
の
言
葉
で

育
成
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

令和 4年 学生担当委員会 活動方針 「共に教祖のようぼくに育つ」

----------------------------------------------------------------------

----------------------------------------------------------------------
副
委
員
長

葛
西

直
己

---------------------------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------------------------
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「

恩

」

4

《
立
教

年
５
月

日
～
６
月

日
》

185

16

15

５
月

日
16

日
17

日
19

日
23

日
24

日
25

日
26

日
27

６
月

日
11

日
12

日
13

日
14

事
務
局
連
絡
会

担
当
者
報
チ
ー
ム
会
議

ま
な
び
ば
チ
ー
ム
会
議

勉
強
会
チ
ー
ム
会
議

学
生
部
部
会

学
生
連
絡
会

研
修
会
チ
ー
ム
会
議

編
集
部
部
会

委
員
会

例
会

担
当
者
活
動
部
部
会

学
修
高
校
の
部
準
備
会
議

人
材
育
成
部
研
修
会
（
～

日
）

28

学
修
部
部
会

学
修
大
学
の
部
研
究
室

学
修
高
校
の
部
研
究
室

編
集
部
部
会

委
員
会

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議

事
務
局
連
絡
会

・
南

５
月

日

大
教
会

22
清
水
慶
政
委
員
出
向

名
80

・
西
宮

５
月

日

大
教
会

23
冨
松
基
成
委
員
出
向

名
100

・
防
府

５
月

日

大
教
会

23
中
山
祥
吉
委
員
出
向

名
110

・
旭
日

５
月

日

大
教
会

24
勝
村
宏
樹
委
員
出
向

名
150

・
生
駒

５
月

日

大
教
会

24

清
水
学
委
員
出
向

名
80

・
朝
倉

５
月

日

詰
所

25
清
水
慶
政
委
員
出
向

名
60

《
立
教

年
５
月

日
付
》

185

25

【
教
区
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

・
鈴
木

眞
浩

（
岩
手
）

・
髙
橋

伸
実

（
宮
城
）

・
井
出

朋
和

（
山
梨
）

・
中
村

吉
元

（
山
口
）

・
久
木
田
教
和

（
鹿
児
島
）

【
直
属
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

・
首
藤

憶
良

（
船
場
・
明
美
代
）

・
髙
橋

金
也

（
中
和
・
浪
北
）

・
小
倉

芳
晴

（
日
光
・
片
貝
）

・
冨
田

恵
介

（
秦
野
・
谷
本
）

・
植
田

登

（
北
陸
・
白
濱
）

・
森
脇

正
嗣

（
山
陰
・
河
守
）

1



教区 開催日時 会場 担当者 連絡先

岡山 ９日９時 ～ 17時 教務支庁 横山大悟 086-222-5881

香川 16日 13時 ～ 17日 15時 教務支庁 久保修策 087-821-4640

三重 17日 13時 30分 ～ 18日 13時 教務支庁 井上 治 0596-28-4852

3 2

青

空

こ
の
前
、
コ
ン
ビ
ニ
ス
イ
ー
ツ
を
評
価
す
る

某
テ
レ
ビ
番
組
で
パ
テ
ィ
シ
エ
さ
ん
が
、「
継

続
は
衰
退
で
、
進
化
し
て
こ
そ
継
続
で
き
る
」

と
言
わ
れ
て
ま
し
た
。
最
近
、
そ
ん
な
言
葉
が

よ
く
耳
に
入
っ
て
き
ま
す
。

４
月
の
ま
な
び
ば
研
修
会
で
、
「
自
分
の
で

き
る
こ
と
を
誰
か
の
為
に
す
れ
ば
、
自
分
の
苦

手
な
こ
と
や
困
っ
て
る
こ
と
に
対
し
て
誰
か

が
手
を
貸
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
が
助
け
あ
い
。
」

と
い
う
様
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、

「
で
き
る
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
の
か
！
」
と
心

を
少
し
軽
く
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

研
修
会
後
に
、
自
分
で
反
省
点
を
考
え
な
が

ら
振
り
返
り
を
行
っ
て
い
く
う
ち
に
、
で
き
る

こ
と
を
さ
せ
て
も
ら
う
と
同
時
に
、「
で
き
る

こ
と
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
き
た
い
な
ぁ
」

と
、
振
り
返
り
を
通
し
て
更
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

日
々
の
生
活
の
中
で
、
色
ん
な
人
の
色
ん
な

言
葉
や
行
動
に
影
響
さ
れ
な
が
ら
、
常
に
は
難

し
く
て
も
、
少
し
ず
つ
で
も
頑
張
れ
る
自
分
で

あ
れ
た
ら
い
い
な
と
、
最
近
の
私
は
そ
ん
な
事

を
考
え
な
が
ら
日
々
通
ら
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

人
材
育
成
部
本
部
ス
タ
ッ
フ

石
橋
茉
奈
苗

期
日
：
立
教

年
７
月

日

185

25

時
間
：

時

分
受
付

時
開
始

15

30

16

会
場
：
教
庁
４
階
講
堂

【
教
区
】

・
山
形

７
月
２
日

時
～

教
務
支
庁

15

【
直
属
】

・
牛
込

７
月
２
日

時

分
～

大
教
会

12

30

・
都

７
月
７
日

時

分
～

大
教
会

12

45

・
東
本

７
月

日

時
～

大
教
会

16

12

・
愛
静

７
月

日

時
～

大
教
会

20

12

・
東

７
月

日

時

分
～

大
教
会

20

12

15

・
中
背

７
月

日

時
～

大
教
会

24

12

去
る
５
月

日
、
教
庁
４
階
講
堂
に
お
い
て
「
５

25

月
例
会
」
を
開
催
。
出
席
は

教
区
、

直
属
。

30

89

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

-------------------------------------------------------------------------------

７月開催「高校生の集いまなびば」会場一覧

立教 185 年 学生生徒修養会 高校の部に関するお知らせ

・バス送迎について

系統を問わずバス送迎をされる教区直属の情報を、例年一覧にして掲

載していましたが、感染症の関係から今年は見合わせます。

毎年、乗り合わせて帰参している教区や直属の動きを制限するもので

はありませんが、乗り合わせる際は感染対策を講じてお帰りください。

・定員の順守について

感染症の関係から、募集定員（700名）を上回る申し込みは受け付け
られません。申し込み状況などはホームページ（TSA Website）に随
時掲載する予定ですので、ご確認ください。

立教 185年 道の学生ひのきしん DAY要項

《趣 旨》 日々の親神様のご守護に感謝しながら、道につながる学生が各地

域で一手一つにひのきしんを行い、親神様・教祖にお喜びいただ

く。また、勇んだ姿を周りに映し、ひのきしんができることへの

感謝や喜びを感じる。

《スローガン》 ありがとうサンドウィッチ ～感謝・ひのきしん・感謝～

《期 日》 立教 185年（令和 4年）9月 19日（月・祝）

《参 加 対 象》 高校生、大学生、短期大学生、大学院生、専門学校生 等

《主 催》 天理教学生会

《開 催 形 態》 会場に集合してのひのきしんとするか、各自でのひのきしんとす

るかは、各教区でご判断いただきます。

※8月下旬頃「天理教学生会公式 LINE」

に会場一覧（及び開催形態）を掲載予定

（右の QRコード）


